
地方創生シンポジウム第 2 弾 概要 

地方創生この指とまれ ～近未来技術が拓く田舎の未来～ 

 

 

 

東光鉄工株式会社から講師をお招きし、測量や農薬散布、空撮など様々な活用が期待で

きるドローンの可能性に関して基調講演をいただき、さらに近未来技術の活用で活躍する

方々によるパネルディスカッションを開催しました。ご参加いただいた皆さん、ありがと

うございました。 

 

■開催日時及び会場 

平成 2８年７月２９日（金）16:00～18:20 角館交流センター 多目的ホール 

 

■参加人数 

約 2０0 名 

 

■ドローン展示 

 東光鉄工株式会社、田沢湖ＲＣフライングクラブ、角館ラジコンクラブ 

 

 

■プログラム 

1．挨拶 

・仙北市長 門脇光浩 

  【要旨】 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決してドローンを飛ばすだけで喜んで

いるのではなく、ドローンを活用するこ

とで新しい技術を仙北市に蓄積し、一番

良いことは製造、研究、開発も仙北市で

行われることで、近未来技術のメッカと

して世界に貢献するという夢を描いてい

る。そのための第 1 歩、もしくは第 2 歩

目に踏み込む瞬間とご理解いただきた

い。 

 大きな夢を共有して、明日のエネルギ

ーにしていただきたい。 



2．基調講演 

鳥潟 與明氏 （東光鉄工株式会社 UAV 事業部シニアマネージャー） 

題目：秋田産ドローン、その魅力と可能性について 

 

【概要】 

・ドローンとは 

  ・国内市場の動向及びドローン全体市場規模 

  ・ドローン技術の可能性 

  ・東光鉄工が取り組んだドローン事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．パネルディスカッション 

題名：近未来技術が拓く田舎の未来 

コーディネーター 

   藤原豊氏 内閣府地方創生推進事務局審議官 

パネリスト 

中島 宏氏 株式会社ディー・エヌ・エー執行役員オートモーティブ事業部長 

牧浦土雅氏 Needs-One Co.,Ltd. 共同創業者（TED 選出「世界の 12 人の若者」） 

鳥潟與明氏 東光鉄工株式会社 UAV 事業部 シニアマネージャー 

門脇光浩  仙北市長 

  

【概要】 

・「国家戦略特区・地方創生特区」制度の紹介 

・「ドローン国際競技会」開催の企画や提案の経緯 

・「自動走行」分野を巡る近未来実証の状況、国内外の情勢 

・ドローンを利用した「農業分野」における特区制度活用の可能性 

 

 

 

 


